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「
新
部
長
に
碧
南
市
の
高
橋
氏
を
選
出
」

愛知県

板金工業組合

桜
の
花
も
咲
き
ほ
こ
り
、

一
段
と
春
め
い
て
来
ま
し

た
。
碧
南
市
文
化
会
館
で

県
内
各
地
か
ら
多
数
参
加

さ
れ
、
総
会
が
盛
大
に
取

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
最
初
に
知
立
支
部
野
田

氏
の
司
会
に
よ
り
開
会
の

代
表
田
中
屋
社
長
の
板
金

業
会
の
き
び
し
い
現
状
の

有
り
方
恥
対
応
の
仕
方
な

ど
を
お
話
し
し
て
頂
き
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
は
次

々
に
続
き
次
の
議
題
で
あ

り
ま
す
議
長
に
東
三
の
二

村
氏
を
選
び
議
案
審
議
に

移
り
ま
し
た
。
一
号
’
五

号
議
案
ま
で
ざ
、
特
に
三

号
議
案
の
新
役
員
選
出
で

は
新
部
長
に
碧
南
の
高
橋

氏
を
選
び
ま
し
た
。
技
能

競
技
大
会
の
入
賞
者
の
表

彰
と
退
任
役
員
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。
会
場
に

は
部
員
の
作
っ
た
銅
の
作

品
、
趣
味
で
集
め
た
古
物
、

メ
ー
カ
ー
か
ら
は
道
具
類

の
陳
列
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
午
後
か
ら
各
グ
ル
ー

プ
に
別
れ
て
、
討
論
会
を

行
な
い
五
つ
の
テ
ー
マ
を

設
け
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

一
、
子
供
の
後
継
ぎ
問
題

蕊'蕊'蕊I霞l霊雲蕊1霧

て
大
変
意
義
の
あ
る
討
論

会
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
時

間
と
な
り
総
会
も
無
事
終

わ
り
部
員
の
皆
様
、
来
賓

の
方
々
、
役
員
の
方
大
変

御
苦
労
様
で
し
た
。

安
城
青
年
部
長
・
加
藤
政
則
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辞
そ
し
て
部
長
の
あ
い
さ

っ
と
続
き
、
来
賓
の
日
比

野
理
事
長
か
ら
は
青
年
部

に
対
し
て
大
変
理
解
の
あ

る
お
言
葉
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私

共
青
年
部
は
心
強
く
思
い

ま
し
た
。
次
に
問
屋
会
の

f‘謹識iiiiiiiIII 鹿
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部
長
高
橋
銀
吾

将
来
行
き
づ
ま
っ
て
し
ま

う
の
は
必
至
で
す
。
そ
の

為
に
、
現
在
は
で
き
な
い

が
今
後
自
分
で
や
り
た
い

作
業
内
容
を
今
か
ら
勉
強

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
青
年

部
員
約
３
２
０
名
の
中
に

は
同
じ
作
業
を
志
し
て
い

る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
多
数
有

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

人
達
の
グ
ル
ー
プ
を
い
く

つ
か
作
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

又
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に

精
通
し
た
人
も
、
愛
板
青

年
部
内
の
横
の
連
絡
を
密

に
と
れ
ば
見
つ
け
だ
す
こ

と
が
で
き
、
グ
ル
ー
プ
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
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あいさつする高橋銀吾氏

き
方
を
修
得
す
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
保
証
制
度
の

講
習
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
様
に
、
近
い
将

来
必
ず
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
仕
事
内
容

を
広
げ
る
為
に
、
作
業
別

の
勉
強
グ
ル
ー
プ
作
り
と

い
う
こ
と
で
す
。
一
口
に

板
金
業
と
言
っ
て
も
幅
が

広
く
、
一
つ
の
板
金
店
が

日
常
営
業
し
て
い
る
の
は

そ
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

我
々
青
年
部
員
に
と
っ
て

そ
の
範
囲
は
さ
ら
に
狭
い

と
思
い
ま
す
。
現
状
の
ま

ま
の
仕
事
内
容
だ
け
で
は

え
て
お
り
ま
す
。

以
上
二
つ
を
柱
と
し
て

活
動
し
て
い
く
所
存
で
す

の
で
、
部
員
の
皆
様
方
の

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

蝿
索
誓
‐
ト
フ
坪
龍

こ
の
４
月
よ
り
青
年
部

長
と
い
う
大
任
を
仰
せ
付

か
り
ま
し
た
が
、
私
一
人

の
微
力
で
は
何
一
つ
満
足

に
成
し
逐
げ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
青
年
部
の
役

員
、
幹
事
の
方
々
と
一
致

協
力
し
、
又
理
事
長
を
は

じ
め
組
合
員
の
方
々
の
御

理
解
と
御
援
助
を
得
て
、

は
じ
め
て
で
き
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
も
っ
て

皆
様
方
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
２
年
間
の
任
期
中

に
取
り
組
み
た
い
青
年
部

活
動
が
二
つ
有
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
施
エ
図
の
描

一
一
、
仕
事
上
の
ア
イ
デ
ア

一
一
一
、
い
か
に
利
益
を
上
げ

る
か
節
税
に
つ
い
て

頁
新
製
品
の
Ｐ
Ｒ

麦
共
同
作
業
・
同
業
者

間
の
助
け
合
い

に
つ
い
て
討
論
を
行
な
い

活
発
な
意
見
が
数
多
く
出

嘉
士
液
ラ
ス
シ
ー
ト

鉄
骨
建
築
に
…

青
年
部
長
に
就
任
し
て



い
及
び
書
類
作
成
が
簡
単

に
操
作
出
来
る
と
の
談
。

午
后
○
時
半
頃
よ
り

懇
親
パ
ー
テ
ィ
に
移
り
、

会
場
の
雰
囲
気
も
一
変
し
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引
続
い
て
献
血
グ

ル
ー
プ
の
活
動
、

協
力
に
非
常
に
貢

献
の
優
れ
て
い
る

方
四
名
が
、
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
次

の
方
々
で

っ
斉
藤
充
昭
、
竹
内

さ
信
一
、
竹
内
寅
幸

、
大
坪
進
の
各
氏
。

６あ
受
賞
さ
れ
た
方
々

は
過
去
十
年
間
に

長
わ
た
っ
て
の
永
い

部
月
日
、
社
会
福
祉

支
に
違
大
な
る
貢
献

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
議
事
も

無
事
終
了
し
、
塩

ビ
三
社
の
新
製
品

の
説
明
と
日
板
の

マ
イ
コ
ン
の
取
扱

三
月
下
旬
は
悪
天
候
に

て
私
達
を
悩
ま
せ
て
い
た

天
気
も
、
そ
の
日
が
あ
る

か
の
よ
う
に
晴
天
に
恵
ま

れ
三
月
三
十
一
日
⑧
知
多

商
工
会
館
に
於
て
午
前
十

時
よ
り
五
十
九
年
度
定
期

総
会
は
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
御
来
賓
と
し
て
県
板
日

比
野
理
事
長
、
武
豊
屋
Ｋ

Ｋ
、
Ｋ
Ｋ
池
田
商
店
、
Ｋ

Ｋ
山
善
の
各
社
長
と
積
水

蜜

知
多
支
部

〈
琴
定
期
総
会
開
催
さ
る
〈
ろ

’
;鍵

一
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愛

化
学
、
東
洋
化
学
、
松
下

電
工
、
日
本
鉄
板
各
位
を

お
招
き
し
て
定
刻
に
原
田

副
支
部
長
の
開
会
の
辞
で

幕
を
開
け
た
。

小
嶋
支
部
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
続
い
て
御
来
賓

の
祝
辞
を
頂
戴
。
先
ず
日

比
野
理
事
長
、
武
豊
屋
、

池
田
商
店
、
山
善
の
三
社

長
、
塩
ビ
三
社
を
代
表
し

て
東
洋
化
学
渡
辺
所
長
殿

よ
り
激
励
の
言
葉
に
っ
づ

営業種目

エスロン雨樋・ビニール加工品

エスロンパイプ・樋用金物一式

ニホンパイプ。樋工事一式
クボタコロニアル・塩ビ波板各種

功労表彰者

き
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
そ

の
後
議
事
に
入
り
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
県
板
報

告
、
献
血
グ
ル
ー
プ
、
技

能
士
会
、
青
年
部
と
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
詳
細

に
わ
た
っ
て
の
報
告
、
満

場
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

次
に
県
板
支
部
活
動
に

多
大
な
る
功
績
の
あ
っ
た

中
村
克
己
・
関
利
弘
両
氏

に
対
し
て
、
表
彰
状
並
び

に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、

可】

会
員
一
同
の
交
流
も
年
一

回
と
あ
っ
て
な
ご
や
か
に

歓
談
が
つ
づ
き
又
の
再
会

を
約
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

知
多
沼
津
啓
二

;灘;識灘
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三
年
前
、
新
し
い
時
代
に

合
っ
た
活
動
を
進
め
る
た

め
、
改
革
に
ふ
み
き
り
『

Ｓ
Ｉ
研
親
会
』
と
改
め
、

事
業
内
容
、
役
員
も
一
新

し
て
発
足
し
た
。

愛 第１８４号(3)昭和６０年５月１５日

問
屋
親
睦
会
シ
リ
ー
ズ

、

も
撃
墜
し
た

隊
長
が
後
龍
を
指
導
す
る

と
き
に
は
、
〃
一
機
か
五

機
か
、
と
次
の
よ
う
に
厳

し
く
安
全
第
一
の
心
が
け

を
教
え
た
そ
う
で
す
。
空

戦
で
は
敵
の
一
機
を
撃
墜

す
る
だ
け
な
ら
わ
が
身
は

絶
対
安
全
だ
が
、
五
機
も

落
そ
う
と
す
れ
ば
、
あ
る

い
は
自
分
も
や
ら
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い

機と隊もぜ大平スロれて性界国のギメ戦十昭しか
かき長撃六小洋と戦らい能一か先リリ当二和よら
、Iとが墜十と戦しのれるをのら進スカ時月十うな
と｛よ後し四り争てエたと持戦、諸な，、、の六かの
次、龍た機ま中太１ゼ恐つ闘世外どイア緒年・で

〃
一
人
殺
せ
ば
殺
人
犯
、

何
十
万
、
何
百
万
と
多
く

殺
せ
ば
英
雄
に
な
る
〃
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
戦
争

は
国
家
間
の
人
殺
し
大
作

戦
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

あ
の
激
し
か
っ
た
太
平

洋
戦
争
に
参
加
し
て
、
そ

れ
こ
そ
九
死
に
一
生
を
得

て
無
事
生
還
し
た
人
達
は

た
だ
単
に
運
が
よ
か
っ
たロ安全メ

ﾓｱ

閑 蕊曇'

識
Ⅷ
厩
電
Ⅷ
罪

一
、
瞳
１
１
１

、凸

蝉

に
安
全
第
一

な
の
か
と
い
え
ば
、
生
産

や
利
益
の
追
求
が
安
全
に

優
先
し
て
い
る
場
合
が
実

に
多
い
の
は
、
そ
れ
こ
そ

常
に
数
多
く
見
か
け
る
光

景
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

う
よ
う
な
場
面
に
た
び
た

び
遭
遇
す
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
誰
も
が
つ
い

つ
い
欲
を
出
し
、
五
機
落

そ
う
と
す
る
の
に
対
し
隊

長
は
「
敵
一
機
を
撃
墜
す

る
だ
け
な
ら
自
分
は
絶
対

安
全
な
の
だ
か
ら
、
わ
が

身
が
安
全
な
こ
の
一
機
の

戦
果
に
止
め
、
自
分
の
安

全
や
生
命
と
引
き
か
え
に

ぞ
」
と
き
つ

全
く
戒
め
ま
し

た
。

安

ど
の
職
場

と
で
も
、
『
安

争
壁
標
、
一
韮
舜

戦
全
は
す
べ
て

研
親
会

は
役
員
十

二
名
と
池

田
社
長
、

社
員
数
名

で
幹
事
会

を
構
成
し
、

行
事
、
勉

強
会
等
の

計
画
実
行

は
幹
事
会

が
中
心
に

な
っ
て
進

め
ら
れ
て

い
る
。ホ
テ
ル

八
階
の
総

会
々
場
に

は
、
メ
ー

カ
ー
商
社

の
商
品
、

鰐
に
優
先
す
る

』
な
ど
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
て
い
ま

す
が
、
真
実

よ
り
多
く
の

手
柄
を
望
ん

で
は
な
ら
な

い
、
命
は
、

一
度
限
り
だ

や
弾

三
回
総
会
を
、
会
員
、
メ

ー
カ
ー
、
商
社
二
百
余
名

が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催

し
た
池
田
商
店
に
は
伝
統

あ
る
『
Ｓ
Ｉ
ク
ラ
ブ
』
な

る
懇
親
会
が
あ
っ
た
が
、

総
会
へ
移
っ
た
。

平
野
会
長
は
「
幸
せ
な
生

活
は
池
田
商
店
と
会
員
各

位
の
努
力
で
支
え
ら
れ
て

い
る
。
苦
し
い
心
に
も
、

感
謝
が
あ
れ
ば
楽
し
さ
に

変
る
」
と
挨
拶
。

池
田
社
長
は
「
池
田
商
店

と
社
員
一
同
に
は
何
の
特

技
も
技
術
も
な
い
。
あ
る

の
は
一
つ
心
だ
け
。
心
は

実
行
よ
り
外
に
な
い
。
一

四
月
二
十
一
日
、
池
田

商
店
（
名
古
屋
市
・
池
田

惣
一
社
長
）
の
親
睦
団
体

で
あ
る
「
Ｓ
Ｉ
研
親
会
、

平
野
弘
会
長
』
は
駅
前
タ

ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
に
て
第

鴬 出罰

痢鐸

蕊

畠

幸
氏
の
『
名
古
屋
の
水
』

と
題
す
る
記
念
講
演
が
行

な
わ
れ
た
。

第
三
部
で
は
懇
親
パ
ー

テ
ィ
に
入
り
、
乾
杯
に
つ

づ
き
、
メ
ー
カ
ー
商
社
員

紹
介
、
年
男
に
絵
馬
を
贈

呈
、
池
田
商
店
社
員
紹
介
、

又
、
こ
の
日
が
誕
生
日
の

人
に
御
祝
い
が
お
く
ら
れ

た
。日
本
酒
、
ビ
ー
ル
、
水
割

り
、
中
国
酒
と
中
華
料
理

を
囲
ん
だ
パ
ー
テ
ィ
も
益

々
盛
り
上
り
を
み
せ
、
時

の
た
つ
の
も
忘
れ
て
、
盛

況
の
う
ち
に
つ
胃
け
ら
れ

た
。
Ｓ

p■申1用詮母や

繊卜灘瑚癖曹

稗博

総難堕瀧懸

唾
池
田
商
店
Ｓ
ｌ
研
親
会

新
製
品
、
工
具
等
が
展
示

さ
れ
、
質
問
や
説
明
が
熱

心
に
交
さ
れ
、
総
会
を
席

り
上
げ
た
。

定
刻
開
会
に
先
だ
ち
物
故

者
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
の
ち

板

こ
』
一
一
ヂ
Ｆ
今
ノ
グ
〃

詞

ソ
申
・
均
李
島

》
》
：
鯵

(1)

会
計
報

告
、
役
員

改
選
、
祝

電
披
露
を

し
て
第
一

部
を
終
了
。

第
二
部
で

は
『
こ
れ

か
ら
の
板

金
業
」
と

題
し
て
松

下
電
工
・

井
上
所
長
。

「
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
安

全
管
理
』

沼
津
啓
二

氏
に
つ
づ

き
、
名
古

屋
水
道
局

長
渡
辺
利

霊
亀

;零騨霧奪騨軍

所
、
大
阪
造
幣
局
、
彦
根

造
幣
局
を
見
学
、
又
パ
ス

の
車
中
で
は
メ
ー
カ
ー
商

社
が
中
心
に
な
っ
て
勉
強

会
を
行
っ
た
。

託

序

致
団
結
し
て
業
界

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
は
か
り
、
リ
ー

ダ
ー
的
な
立
場
で

変
り
つ
き
あ
る
世

の
中
に
立
ち
お
く

れ
な
い
様
、
対
応

し
て
行
き
た
い
」

と
よ
び
か
け
た
。

つ
づ
い
て
五
十

九
年
度
事
業
で
は

第
二
回
総
会
が
大

阪
・
宝
塚
観
光
ホ

テ
ル
に
て
開
か
れ

た
後
、
淀
川
製
鋼
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、
古
文

､Ⅱ〆Ｚ－Ｉ〆７

桧 、
葺８．
，唐

一
語
溌
称
日
輪

に
津
稚
稿
射

て
、
寺
宝
の
豊

富
さ
に
お
い
て
、
ま
さ

に
尾
張
地
方
随
一
の
名

利
で
あ
り
ま
す
が
、
格

式
の
高
い
由
緒
あ
る
寺

だ
と
ゆ
う
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
が
、
内
容
と

ゆ
う
と
案
外
知
ら
れ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
郷
土

が
誇
る
塁
陀
羅
寺
を
紹

介
し
よ
う
。

一
、
所
在
江
南
市
前
飛

保
町
寺
町
２
０
２
番
地

一
一
、
名
称
日
輪
山
塁
陀

古建お式と寺りに北キ南
さ造いに格歴、あのロ駅 江

南
市
前
飛
保
に
あ

る
、
日
輪
山
塁
陀
羅
寺

は
、
東
海
道
線
木
曽
川

駅
か
ら
６
キ
ロ
、
尾
張

一
宮
駅
か
ら
８
キ
ロ
、

名
鉄
犬
山
線
江

角
、
】
ノ
ノ
専
一
当
イ
ム
、
目
ノ
ノ
ぞ
ヨ
ノ
ノ
マ
ヨ
ノ
ノ
マ
ヨ
ノ
ノ
厚
当
ノ
ノ
や
凸
ノ
ノ
時
ム
ノ
ノ
ぞ
凸
ノ
ノ
拝

半田市港町３－１００、(0569)21-5351㈹

名占屋市西区丸野２－５５ｍ(052)5029331㈹

半田市港町３－１００皿(0569)21-5351㈹

は
文
化
地
蔵
堂
、

そ
れ
よ
り
鐘
楼

八
幡
社
、
宝
蔵
が
点
在
し

築
山
上
に
は
朝
日
稲
荷
社

が
池
を
見
下
し
て
安
置
さ

れ
、
八
幡
社
の
後
方
に
茶

筆
供
養
碑
。
忠
霊
塔
、
児

童
遊
園
地
と
続
き
、
こ
の

間
を
篠
っ
て
藤
の
木
が
棚

を
配
し
て
観
光
客
を
待
っ

て
い
る
。
遊
園
地
の
北
に

本
誓
院
が
あ
る
。
こ
の
寺

は
豊
川
稲
荷
と
中
国
伝
来

の
薬
師
如
来
を
把
り
、
蜂

須
賀
公
幼
少
の
頃
こ
の
寺

で
学
問
せ
ら
れ
た
と
い
わ

れ
、
公
の
位
牌
が
安
置
し

て
あ
る
。
隣
し
て
世
尊
院

が
あ
る
。
吃
の
又
兵
衛
筆

浮
世
絵
風
一
双
を
蔵
し
、

天
満
社
が
把
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
左
が
修
道
院
で

御
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
で
堂
塔
の
中
で
は

ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

わ
が
町
、
わ
が
ふ
る
さ
と
②

Ｌ
正
堂
桧
…
…
…
…
…

愛

尾

編
集
後
記

あ
ら
た
う
と

青
葉
若
葉
の

日
の
光
（
芭
蕉
）

五
月
の
空
に
、
勢
い
よ

く
お
よ
ぐ
鯉
の
ぼ
り
、
あ

た
り
は
青
葉
若
葉
の
新
緑

が
ま
ば
ゆ
い
。

い
よ
／
、
大
型
連
休
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
と

よ
ば
れ
る
五
月
の
連
休
に

我
々
板
金
業
界
で
は
、
ど

の
程
度
の
休
み
を
と
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

昨
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

を
お
と
ず
れ
、
業
界
代
表

と
話
し
合
っ
た
時
、
建
設

関
連
業
界
で
も
同
じ
よ
う

に
、
年
間
二
ケ
月
位
の
バ

カ
ン
ス
を
と
る
と
聞
い
て

う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
も

の
で
あ
る
。

働
き
バ
チ
と
云
わ
れ
る

日
本
人
、
特
に
小
規
模
零

細
業
者
の
多
い
板
金
業
界

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
の
休
日

が
と
れ
る
様
に
と
思
う
此

の
ご
ろ
で
あ
る
。
連
休
中

の
行
楽
日
和
と
交
通
安
全

を
祈
り
た
い
。

四
月
二
十
五
日
嗣
晴

一
八
四
号
編
集
会
議

委
員
六
名
出
席

午
后
五
時
三
十
分
終
了
Ｓ

『

書
が
あ
り
、
物

件
が
現
存
す
る
塁
陀
羅
寺

は
、
元
徳
元
年
１
３
２
９

年
の
創
建
と
い
い
、
当
時

の
寺
の
名
は
月
輪
山
円
福

寺
で
し
た
が
、
寛
正
三
年

１
４
６
２
年
・
六
月
十
二

日
に
日
輪
山
塁
陀
羅
寺
と

改
号
さ
れ
ま
し
た
。
当
山

は
、
明
治
初
年
ま
で
略
ケ

寺
が
塔
頭
寺
院
が
あ
っ
た

が
、
現
在
は
８
ケ
寺
で
塁

陀
羅
本
坊
を
中
心
に
莞
を

並
べ
て
い
る
。
正
門
を
入

る
と
先
ず
右
側
に
常
照
院

が
あ
る
。
古
木
の
奥
に
は

め
い
さ
つ

北
随
一
の
名
剰

皮
葺
紫
震
殿
風
・
国
指
定

重
要
文
化
財
、
２
大
書
院

・
国
指
定
重
要
文
化
財
、

３
庫
裡
、
４
小
書
院
、
５

塁
陀
羅
堂
、
６
地
蔵
堂
、

Ｚ
鐘
楼
、
＆
唐

観
世

９
矢
来
門

総や

世多１０
音数他そ塔１１.庫宝
菩の、の、頭、物

◇
県
板
５
月
行
事
予
定
◇

１
日
㈱
◎
常
務
理
事
会

ｕ
日
出
◎
理
事
会

型
日
働
◎
第
別
回
総
代

〈
室

◎
釦
周
年
記
念

事
業

◇
支
部
行
事
予
定
◇

・
江
南
板
金
組
合
親
睦
会

山
代
温
泉
６
月
賂
日

Ｉ
Ⅳ
日

・
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク

保
証
制
度
講
習
会

５
月
廻
日
於
一
宮

文
化
セ
ン
タ
ー

・
知
多
支
部
役
員
会

５
月
２
日

本社

名古屋営業所

総合センター

ノ
マ
ヨ
ノ
ノ
樟
、
ラ
ノ
で
ヨ
ノ
ノ
で
ム
ノ
ノ
辱
当
ノ
ノ
で
ム
ノ
ノ
守
山
ノ
ノ
辱
当
ノ
ノ
辱
昌
ノ
ノ
で
ム
ノ
ノ
で
当
〃
ノ
悼
当
″
／
辱
当
ノ
ノ
や
凸
〃
／
で
角
ノ
ノ
ほ
、
ラ
ノ
マ
ヨ
ノ
ノ
で
当
ノ
ノ
辱
自
ノ
ノ
牌
、
ラ
ノ
で
当
ノ
ノ
群
、
ワ
ノ
ヤ
ヨ
ノ
ノ
膳
、
劃
ノ
ノ
マ
尚
ノ
ノ
陣
、
弓

可

鉄 鋼・建材・機械

⑳識豊;室卿驚式会杜

し
て
安
置
さ
れ
高
塀
づ
た

い
に
霊
鷲
院
が
東
北
を
面

し
て
門
内
一
円
が
庭
園
を

な
し
、
池
を
め
ぐ
ら
し
て

弁
天
島
が
風
致
を
添
え
御

堂
が
毘
沙
門
天
を
把
っ
て

い
る
。
続
い
て
光
明
院
が

あ
る
。
本
堂
の
内
陣
、
天

井
は
鏡
を
以
っ
て
張
り
、

堂
内
の
繊
細
美
麗
な
彫
刻

と
金
色
燦
然
た
る
荘
厳
が

相
映
じ
て
、
弥
陀
の
浄
土

も
か
く
や
と
ば
か
り
合
掌

の
念
を
起
こ
さ
せ
る
。
垣

を
隔
て
、
寛
立
院
が
あ
る
。

門
は
山
内
随
一
と
い
わ
れ

庭
園
は
苔
が
一
面
密
生
し

苔
寺
と
称
し
名
松
幾
代
の

松
が
一
遇
に
美
観
を
そ
え

塁
陀
羅
寺
公
園
は
尾
張
の

名
利
塁
陀
羅
寺
の
境
内
は

４
万
３
千
平
方
米
の
内
１

万
平
方
米
を
市
の
公
園
と

し
て
整
備
し
た
と
こ
ろ
で

そ
こ
に
点
在
す
る
宝
蔵
、

八
幡
社
、
平
和
塔
、
児
童

遊
園
、
稲
荷
社
、
更
に
、

放
生
池
、
そ
の
岸
沿
に
体

最
新
の
建
物
で
あ

る
。
本
堂
よ
り

量
陀
羅
堂
の
前
を

過
ぎ
て
俗
に
赤
門

と
称
す
る
慈
光
院

が
あ
る
。
こ
の
寺

に
は
愛
知
県
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
豊
太
閣
の
念

仏
寺
で
あ
っ
た
釈

迦
尊
像
が
本
尊
と

唖

るにり庫
・天、裡
北満門御
隣社の堂
りを左が
に杷側あ

ｕ

竜も

閏
醍

；

、グ

咲き誇る藤の花

A、､ﾕ〆､－m／Z,ヘユ〆渦、

広 事をともり羅らこてつ歴受観遠いをれむ四の漫一は園憩一
報で楽咲及が寺５今ろ深て史陀光隔。与、き季美とと－内所〈
委ししきぶ開公月年でくいの羅客の近え人のそし咲しま多の〈

員蕊瀧龍昌蕊蕊諒灘騨畠蕊館離潅＃
算｡珊冊鯛｡蕊皇熱雛蝿鰻濡鼻瀧
輝れの澗種ま量円る眺を年名れよか感がおでる、の藤あく

窓る心漫につ陀かとめ誇の剃るりな銘さも、花燭藤棚亀【
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